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 質 問 者   宮 坂 千 尋  
 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 現在、町内の保育所では３歳児以上の園児に対し

て、おかずは給食で提供されますが、主食（ご飯）

は家庭から持参する運用となっています。 

このルールは、長年にわたって継続されています

が、近年の社会情勢の変化を踏まえても、子育ての

負担軽減、子育てしやすい環境づくりのために見直

しが必要ではないかと考えます。共働き世帯やひと

り親世帯における家事負担軽減に加えて経済的観点

からも、完全給食化の実現は喫緊の課題です。 

（１）なぜ、現時点でも「ご飯のみ持参」のルール

が続いているのか、その理由と制度の背景を伺

います。 

（２）物価上昇、特に米価格の上昇が家庭に与える

影響を町はどのように把握しているか、見解を

伺います。 

（３）今後、ご飯も含め提供をする完全給食の実現

について、町は検討する意思があるか。課題が

あるとすればそれは何か伺います。 

（質問の相手：町長、担当課長） 

１ 保育所における「ご

飯持参ルール」の見直

しと完全給食化につい
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 ５月14日に発生した火災では、緊急対応において

保護者への児童・生徒の引き渡しに１時間以上かか

るケースがあったと報告を受けています。 

緊急時には、子どもの安全確保は最優先事項であ

り、対応の迅速性・的確性が問われます。引き渡し

に時間がかかりすぎることで、子どもたちが長時間

不安な状況に置かれるだけでなく、保護者の混乱と

不満の噴出、教職員の過重な負担、二次災害リスク

等の課題が発生します。こうした観点から、現状の

課題と今後の対応改善について質問します。 

（１）実際に引き渡しに１時間以上かかった事案の

詳細と、その原因について、町としてどのよう

に把握・分析しているか伺います。 

（２）引き渡しの際の「保護者の混乱」や「教職員

の過度な負担」を回避し、子どもたちの二次災

害リスクを低減するための対策は急務と考えま

すが、町としての方針をお示しください。 

（質問の相手：教育長、担当課長） 

２ 小中学校における緊

急時の児童・生徒引き渡

し体制について 
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 町民の安全・安心を守るための防犯対策に関して

以前の一般質問において補助制度の創設を提案しま

した。 

その後、町で実施したアンケート調査では「自宅

の防犯対策について」、「今後の防犯カメラや録画機

能付きインターホンの設置について」といった設問

を設けて、町民の防犯に対するニーズが探られまし

た。防犯意識の高まりや事件・事故の抑止を考える

と、この課題は検証を続けていくことが重要と考え

ます。 

（１）町が実施したアンケート調査における回答を

町としてどのように受け止め、評価しているか

伺います。 

（２）防犯対策への町民の関心と他自治体における

補助制度の事例、さらには防犯カメラ等の費用

対効果に関する具体的なデータを踏まえて、本

町でも防犯カメラや録画機能付インターホンの

設置に対する補助制度、またはそれに準じた支

援策について改めて検討していくべきと考えま

すが、町の見解を伺います。 

（質問の相手：町長、担当課長） 

３ 防犯対策設備設置に

係る補助について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


